
(57)【要約】

【課題】新築、リフォームを問わず対応可能な、界床の

床衝撃音の低減が出来る防音構造及び前記防音構造に用

いる防音材を得る。

【解決手段】防音構造1を提供する。防音構造1は、界床

2、天井懐内部3、天井4から構成される。界床2は、上か

ら、カラーフロア2A、合板2B、遮音材2C及び界床板材(

合板)2Dで構成される。界床板材2Dは根太5に釘止めされ

る。天井懐内部3では、根太5の間の下方に、天井根太6

が設けられる。天井根太6の下部には、1種の防音材とし

ての制振材7を介し、天井4として2つの石膏ボード8単体

が固定される。上部の石膏ボード8の上側には、別の種

の防音材としての拘束材付粘弾性体(制振材)9が貼付け

られる。石膏ボード8は互いに継目が重ならない様に継

目をずらしてビス固定する。

【選択図】図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 天 井 懐 の 構 成 材 の 少 な く と も 1種 に 、 遮 音 、 制 振 、 防 振 及 び 動 吸 振 か ら な る 群 よ り 選 ば
れ る 少 な く と も 1種 の 機 能 を 用 い る 防 音 材 に よ る 処 理 が 施 さ れ た 、 防 音 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 1種 の 前 記 防 音 材 に 、 拘 束 材 と 粘 弾 性 体 と の 積 層 体 か ら 構 成 さ れ る 制 振 材 を
用 い た 、 請 求 項 1の 防 音 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 天 井 根 太 に 、 (a)制 振 処 理 、 (b)剛 性 増 処 理 、 (c)重 量 増 処 理 、 及 び (d)天 井 根 太 端 部 の 固
定 部 の 振 動 絶 縁 処 理 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 処 理 が 施 さ れ た 、 請 求 項 1又
は 2の 防 音 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も 1種 の 前 記 防 音 材 に 、 吸 音 層 を 含 み 、 前 記 吸 音 層 の 上 部 、 中 部 、 下 部 の 少 な
く と も 1箇 所 に シ ー ト が 積 層 さ れ た 吸 音 材 を 用 い た 、 請 求 項 1～ 3の い ず れ か 一 項 の 防 音 構
造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 少 な く と も 1種 の 前 記 防 音 材 と し て 、 天 井 懐 の 上 下 方 向 に 延 在 し 、 界 床 の 裏 面 を 仕 切 る
仕 切 材 を 用 い た 、 請 求 項 1～ 4の い ず れ か 一 項 の 防 音 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も 1種 の 前 記 防 音 材 と し て 、 天 井 懐 の 水 平 方 向 に 延 在 し 、 界 床 の 下 側 を 仕 切 る
仕 切 材 を 用 い た 、 請 求 項 1～ 5の い ず れ か 一 項 の 防 音 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 築 物 に お い て 、 界 床 の 下 側 、 特 に 天 井 懐 を 防 音 す る 技 術 に 関 し 、 特 に 床 、
壁 、 柱 、 梁 等 の 構 造 部 材 間 の 相 互 の 固 定 度 の 低 い 、 木 造 、 2× 4造 、 軽 量 鉄 骨 造 等 の 戸 建 や
低 層 集 合 住 宅 の 床 衝 撃 音 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 床 板 上 に 防 音 床 材 を 点 在 さ せ て 、 そ の 上 に 浮 床 層 を 形 成 さ せ る 方 法 が 知 ら れ て い る (例
え ば 、 特 許 文 献 1参 照 )。 ま た 、 重 量 床 衝 撃 音 は 近 年 の JIS改 正 で は 63～ 500Hzが そ の 評 価 対
象 周 波 数 と な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-160992号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 構 造 材 間 の 固 定 度 の 低 い 住 居 は 、 特 に 、 上 下 階 の 界 床 の 床 衝 撃 音 低 減 に 困 難 を 極 め て お
り 、 特 に 、 マ ン シ ョ ン か ら 戸 建 住 宅 に 住 み か え た 人 々 か ら の 床 衝 撃 音 の 苦 情 は 多 く 、 そ の
要 求 を 満 足 す る 事 が 出 来 て い な い 。 そ の 一 方 で 、 リ フ ォ ー ム 時 に 床 衝 撃 音 の 改 良 の 希 望 も
多 数 あ る が 、 殆 ど そ の 期 待 に 応 え る 事 が 出 来 て い な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 又 、 特 に 重 量 床 衝 撃 音 は 、 近 年 の JIS改 正 で は 63～ 500Hzが そ の 評 価 対 象 周 波 数 と な っ て
い る が 、 実 際 の 居 住 者 の 聴 感 で は 500Hz～ 4kHzの 周 波 数 帯 が 大 き く 低 減 し な い と う る さ い
と 感 じ ら れ 、 こ の 周 波 数 帯 は 人 の 聴 感 に と っ て 特 に 敏 感 な 帯 域 で あ る が 、 こ の 周 波 数 帯 を
大 き く 低 減 す る 手 段 が 講 じ ら れ て き た と は 言 い 難 い 。 こ れ は 、 軽 量 床 衝 撃 音 の 測 定 で は 、
衝 撃 源 と し て の 金 属 ハ ン マ 500gを 4cm高 さ か ら 次 々 と 自 然 落 下 さ せ た 連 続 加 振 が 行 わ れ る
の に 対 し 、 重 量 床 衝 撃 音 で は 、 重 量 床 衝 撃 源 は 、 衝 撃 力 特 性 (1)の タ イ ヤ で 7.3kgあ り 、 こ
れ を 高 さ 85cmか ら 自 然 落 下 さ せ る か 、 又 は 衝 撃 力 特 性 (2)の 中 空 球 で 2.5kgの も の を 100cm
高 さ か ら 自 然 落 下 さ せ る が 、 共 に 衝 撃 時 間 が 20msと 長 く 、 衝 撃 力 も 大 き い 為 、 防 音 対 策 も
自 ず と 異 な り 、 軽 量 音 で は 床 仕 上 材 の み の 改 良 で 大 き な 効 果 が 得 ら れ る が 、 重 量 音 で は そ
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う で は な く 、 そ の 対 策 に は 苦 慮 さ れ る 。 そ の 一 方 で は 、 本 発 明 者 な ど の 提 案 が 新 築 住 宅 用
で 実 現 化 さ れ つ つ あ る (特 開 2003-160992号 公 報 )。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 又 そ の 一 方 、 リ フ ォ ー ム に つ い て は 床 高 の 問 題 も あ り 、 床 高 を 20mm程 度 以 下 に 抑 え な が
ら 、 重 量 音 を 現 状 床 よ り 1ラ ン ク 下 げ て 、 か つ 、 高 周 波 域 も 充 分 下 げ て 、 う る さ さ を 感 じ
な い 様 な 床 は 従 来 知 ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 新 築 、 リ フ ォ ー ム を 問 わ ず 対 応 可 能 な 、 界 床 の 床 衝 撃 音 の 低 減 が 出 来 る 防 音
構 造 及 び 前 記 防 音 構 造 に 用 い る 防 音 材 を 提 供 す る 事 を 課 題 と す る 。 又 、 本 発 明 は 、 500Hz
以 上 の 中 ・ 高 周 波 音 が 著 し く 改 善 さ れ る 防 音 構 造 を 得 る 事 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 天 井 懐 の 構 成 材 の 少 な く と も 1種 に 、 遮 音 、 制 振 、 防 振 及 び 動 吸 振 か ら な る
群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 機 能 を 用 い る 防 音 材 に よ る 処 理 が 施 さ れ た 、 防 音 構 造 に
係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 具 体 的 に は 、 近 年 の JIS改 正 に よ っ て 、 重 量 床 衝 撃 音 の 問 題 対 象 周 波 数 が 6
3～ 500Hzと な っ て は い る が 、 居 住 者 の 実 感 で は 500Hz～ 4kHz等 の 高 い 周 波 数 の 低 減 量 が 大
き い 天 井 懐 で は 非 常 に 静 か に 感 じ ら れ る 事 を 突 き 止 め 、 こ れ に よ っ て 、 天 井 懐 、 界 床 及 び
天 井 の 防 音 構 造 に よ っ て は 中 ・ 高 周 波 音 に つ い て 明 確 に 低 減 度 が 大 き い 構 造 と 低 い 構 造 と
が 生 じ 得 る 事 が 判 る 事 か ら 、 JIS対 象 の 63Hzや 125Hzが 現 状 床 よ り 1ラ ン ク 以 上 改 善 出 来 れ
ば 500Hz以 上 の 中 高 周 波 音 が 現 状 床 よ り 3ラ ン ク 以 上 改 善 さ れ 、 500Hz～ 4kHzの 高 い 周 波 数
の 低 減 量 が 大 き な 、 界 床 、 天 井 懐 、 天 井 の 総 合 的 な 防 音 構 造 及 び 前 記 防 音 構 造 で 効 率 良 く
防 音 性 能 を 発 揮 す る 防 音 材 が 得 ら れ る 事 を 見 出 す に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 戸 建 、 低 層 集 合 住 宅 で は 、 特 に 、 重 量 床 衝 撃 音 の 性 能 が 悪 い 板 材 と 根 太 と を 組 み 合 わ せ
た 床 躯 体 が 比 較 的 多 用 さ れ て は い る が 、 こ れ は 、 床 躯 体 自 体 の 重 量 が 少 な く 剛 性 も 低 く 、
床 板 自 体 も 、 根 太 部 と 比 べ 、 板 材 部 は 相 対 的 に 厚 み が 非 常 に 薄 い 。 そ れ 故 に 、 床 衝 撃 を 受
け る と 、 床 板 の 変 形 量 が 大 き く 、 床 板 の 振 動 に 伴 う 放 射 音 量 も 大 き く な り 、 変 形 が 大 き い
が 故 に 、 天 井 懐 内 で の 空 気 が 圧 縮 さ れ 易 く 、 天 井 を 振 動 さ せ 易 く 、 低 周 波 音 の み な ら ず 、
中 ・ 高 周 波 音 の 低 減 も 充 分 行 え な い 。 そ の 結 果 、 重 量 床 衝 撃 音 の 改 善 に 苦 慮 す る の で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 様 な 場 合 は 、 1つ の 解 決 手 段 で 解 消 す る 方 法 と し て 、 本 発 明 者 等 は そ の 解 消 手 段 を
提 案 し て い る (特 許 文 献 1参 照 )。 と こ ろ が 、 こ の 手 段 は 床 板 上 に 防 音 床 材 を 点 在 さ せ て 、
そ の 上 に 浮 床 層 を 形 成 す る 為 、 リ フ ォ ー ム の 場 合 は ド ア 高 さ も 異 な り 、 リ フ ォ ー ム が 大 が
か り と な り 、 費 用 面 、 工 期 の 面 、 家 具 の 移 動 の 面 で ユ ー ザ ー に 大 き な 負 担 を か け て し ま う
と い う 欠 点 を 有 し て い る 。 一 方 、 別 の 手 段 で 重 量 床 衝 撃 音 の 改 善 を 行 い 、 リ フ ォ ー ム で も
新 築 で も 、 何 れ に も 対 応 出 来 る 手 段 は 、 今 ま で 提 案 さ れ る 事 は な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 様 な 目 標 を ク リ ア ー す る に は 、 1つ の 手 段 の み で 行 う に は 自 ず と 限 界 が あ り 、 複 数
の 手 段 を 組 み 合 わ せ て 問 題 の 解 消 を 行 う の が 有 効 で あ る 。 天 井 懐 に お い て は 、 大 き く 分 け
て 、 界 床 上 下 、 天 井 懐 、 天 井 上 下 の 三 箇 所 か ら 適 宜 選 択 し て 対 処 す る の が 有 効 で あ る 。 つ
ま り 、 界 床 上 は 、 ド ア 高 さ に 影 響 を 与 え な い 厚 み 範 囲 で 、 板 材 、 遮 音 材 、 制 振 材 、 衝 撃 吸
収 材 を 単 独 又 は 組 み 合 わ せ て 用 い る 手 段 が 可 能 で あ り 、 天 井 懐 で は 、 制 振 材 、 吸 音 材 、 界
床 板 材 の 仕 切 材 、 動 吸 振 材 等 を 適 宜 組 み 合 わ せ る 事 が 可 能 で あ り 、 更 に は 、 天 井 根 太 に 対
す る 制 振 、 剛 性 増 、 重 量 増 、 端 部 固 定 部 の 振 動 絶 縁 等 も 可 能 で あ り 、 効 果 も 高 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 新 築 、 リ フ ォ ー ム を 問 わ ず 、 界 床 の 下 側 の 天 井 懐 で 、 床 衝 撃 音 の 低 減
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が 出 来 る 。 又 、 本 発 明 に よ れ ば 、 500Hz以 上 の 中 ・ 高 周 波 音 が 著 し く 改 善 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 低 固 定 度 建 物 に お い て 対 策 が 困 難 な 重 量 床 衝 撃 音 を 低 減 す る と い う 目 的 を 、 天 井 懐 に お
け る 界 床 の 床 衝 撃 音 を 対 策 す る 事 で 、 天 井 懐 の 構 成 材 の 大 幅 な 設 計 変 更 や 改 修 を 必 要 と せ
ず に 実 現 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 防 音 構 造 を 形 成 す る 部 材 に つ い て 説 明 す る 。
　 遮 音 、 制 振 、 防 振 及 び 動 吸 振 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 機 能 を 用 い る 防
音 材 は 、 具 体 的 に は 、 遮 音 材 、 制 振 材 、 防 振 材 、 動 吸 振 材 等 、 及 び こ れ ら を 組 み 合 わ せ た
防 音 材 か ら 選 ぶ 事 が 出 来 る 。 又 、 防 音 材 と し て 吸 音 材 を 用 い る 事 が 出 来 る が 、 吸 音 材 は 単
独 で 用 い る よ り は 遮 音 材 、 制 振 材 等 の 防 音 材 と 併 用 す る か 、 こ れ ら の 防 音 材 自 体 が 吸 音 機
能 を 発 揮 す る 様 に す る の が 良 い 。 又 、 防 音 材 と し て は 、 単 独 で 防 音 性 能 を 発 揮 す る も の だ
け で な く 、 通 常 の 板 状 材 で あ っ て も 、 そ れ ら の 形 状 、 材 質 、 配 置 等 に お い て 、 防 音 構 造 と
し て 防 音 性 能 を 発 揮 す る も の も 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 遮 音 、 制 振 、 防 振 及 び 動 吸 振 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 機 能 を 用 い る 防
音 材 に よ る 処 理 に は 、 防 音 材 自 体 に よ る 防 音 性 能 等 の 他 、 防 音 材 の 位 置 、 防 音 材 を 備 え る
構 成 材 の 位 置 、 そ れ ら の 配 置 等 に よ っ て 防 音 構 造 と し て 防 音 性 能 等 が 発 揮 さ れ る 処 理 が 包
含 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 天 井 懐 は 、 広 義 に は 、 界 床 、 床 根 太 、 天 井 、 天 井 根 太 、 仕 切 材 等 の 構 成 材 か ら な る 事 が
出 来 、 狭 義 に は 、 界 床 下 か ら 天 井 上 ま で の 間 の 空 間 を 意 味 す る 。 天 井 懐 の 構 成 材 に は 、 天
井 懐 内 に 備 え ら れ る 上 述 の 様 な 種 々 の 構 造 体 が 包 含 さ れ る が 、 上 述 の も の に 限 ら れ な い 。
天 井 懐 の 構 成 材 に 対 す る 防 音 材 に よ る 処 理 は 、 特 に 制 限 さ れ る 事 な く 、 構 成 材 の 上 部 、 中
部 、 下 部 、 上 面 、 側 面 、 下 面 等 、 種 々 の 部 位 で 行 う 事 が 出 来 、 天 井 懐 の 鉛 直 方 向 に 対 し 、
縦 、 横 、 斜 め 等 の 種 々 の 方 向 で 行 う 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 界 床 に は 、 ALC、 PC、 中 空 押 出 セ メ ン ト 版 等 の 無 機 質 系 床 板 、 板 材 と 間 材 の 様 な 骨 組 材
を 組 み 合 わ せ て パ ネ ル 化 し た 床 パ ネ ル 、 根 太 と 板 材 を 組 み 合 わ せ た 床 等 を 基 材 と し 、 そ の
上 に 板 材 等 を 積 層 し た 床 を 例 示 す る 事 が 出 来 る 。 界 床 は 、 基 材 を 梁 や 根 太 等 に 取 り 付 け た
後 、 個 々 の 界 床 の 板 材 を そ の 長 辺 と 長 辺 と を 直 交 さ せ 、 か つ 継 目 を ず ら す 様 に 固 定 し て 、
床 基 材 を 一 体 化 し た 界 床 と す る 事 が 、 界 床 を 振 動 し 難 く し 、 放 射 音 を 低 減 す る 上 で 有 効 で
あ る 。 特 に リ フ ォ ー ム 等 で は 、 界 床 全 体 の 総 厚 は 、 ド ア 高 さ に 影 響 を 与 え る と リ フ ォ ー ム
が 大 が か り と な り 、 コ ス ト 高 と な る の で 、 ド ア 高 さ に 影 響 を 与 え な い 範 囲 と す る の が 良 い
。 界 床 は 、 界 床 板 材 の 曲 げ 剛 性 補 強 の 為 に 、 各 種 素 材 か ら な る 板 材 を 構 成 部 材 と し て 用 い
て 良 く 、 界 床 の 面 密 度 増 に 効 果 が あ る 遮 音 材 、 界 床 の 振 動 低 減 と コ イ ン シ デ ン ス 効 果 の 落
ち 込 み 防 止 の 為 の 制 振 材 、 複 数 種 の バ ネ 特 性 を 有 し て い な が ら 薄 厚 で 変 位 /圧 縮 強 度 の 差
を 持 ち 、 そ れ と 広 い 面 積 に 衝 撃 力 を 分 散 さ せ て 、 衝 撃 吸 収 部 材 1個 毎 の 衝 撃 力 の 負 荷 を 小
さ く す る 様 な 衝 撃 吸 収 部 材 を 備 え る 衝 撃 吸 収 材 を 用 い て 処 理 す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 衝 撃 吸 収 材 は 複 数 種 の バ ネ 特 性 を 有 す る 衝 撃 吸 収 部 材 を 用 い る 事 が 出 来 、 そ れ ら は 厚 み
の 制 約 か ら 15mm以 下 、 4mm以 上 と す る 事 が 出 来 、 予 め 配 置 位 置 を 決 め る 為 の 支 持 材 を 構 成
材 と し て 構 成 す る の が 一 番 安 定 し た 性 能 が 得 ら れ る 。 厚 み が 15mmを 超 え る と 、 ド ア 高 の 影
響 を 受 け 易 く 好 ま し く な い 。 逆 に 4mm未 満 の 場 合 は 、 各 々 の 衝 撃 吸 収 部 材 の 性 能 を 充 分 発
揮 さ せ 難 く な り 、 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 界 床 下 の 処 理 は 天 井 懐 の 処 理 と 同 義 で あ る 。 天 井 懐 の 処 理 に は 、 種 々 の 手 段 を 用 い る 事
が 出 来 る 。
　 天 井 根 太 に 、 (a)制 振 処 理 、 (b)剛 性 増 処 理 、 (c)重 量 増 処 理 、 及 び (d)天 井 根 太 端 部 の 固
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定 部 の 振 動 絶 縁 処 理 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 処 理 を 行 う 事 が 出 来 る 。 こ
れ ら は 、 前 述 の 防 音 材 、 特 に 制 振 機 能 を 備 え る 制 振 材 を 設 け る 事 に よ っ て 行 う 事 が 出 来 る
。 制 振 処 理 は 、 天 井 根 太 で 、 天 井 根 太 内 、 又 は 天 井 根 太 外 周 の 一 部 又 は 全 部 、 上 面 、 側 面
、 裏 面 、 縦 、 横 、 斜 め 方 向 等 に 行 う 事 が 出 来 る 。 制 振 処 理 、 剛 性 増 処 理 、 重 量 増 処 理 、 天
井 根 太 端 部 の 固 定 部 の 振 動 絶 縁 処 理 等 を す る 事 で 、 更 に 低 周 波 音 は も と よ り 、 高 周 波 音 ま
で 低 減 出 来 る 。 特 に 、 コ ス ト 面 等 の 理 由 か ら 、 界 床 裏 面 の 仕 切 材 処 理 を し な い 場 合 の 効 果
に は 大 き い も の が あ る 。 こ の 特 徴 は 、 特 に 、 天 井 根 太 が 軽 天 材 で あ り 、 中 で も 薄 板 鋼 材 が
用 い ら れ て い る 場 合 に は 、 よ り 一 層 大 き な 効 果 と な り 易 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 天 井 懐 内 処 理 と し て 、 吸 音 材 処 理 を 行 う 事 が 出 来 る が 、 単 な る 吸 音 材 処 理 よ り も 更 に 効
果 的 な 方 法 と し て は 、 吸 音 材 の 吸 音 層 の 上 部 、 中 部 、 下 部 の 少 な く と も 1箇 所 に シ ー ト を
積 層 す る 事 が 出 来 る 。 こ の 種 の 吸 音 材 は 、 単 な る 吸 音 材 で は な く 、 シ ー ト が 制 振 材 の 様 な
機 能 を 発 揮 す る も の で 、 吸 音 機 能 も 備 え る 防 音 材 、 特 に 防 音 シ ー ト と 言 う 事 が 出 来 る 。 又
、 吸 音 材 が 積 層 体 で あ る 場 合 に は 、 そ れ ら の 層 の い ず れ か の 層 に 、 シ ー ト を 積 層 し て 防 音
シ ー ト と す る 事 が 出 来 る 。 又 、 防 音 シ ー ト と し て は 、 穴 開 け 加 工 、 分 割 切 断 加 工 、 波 状 加
工 、 折 板 状 加 工 を す る 事 で 、 吸 音 率 の 有 効 周 波 数 の 調 整 を す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 吸 音 材 の 吸 音 層 の 位 置 に よ っ て 、 背 後 空 気 層 の と り 方 も 併 せ て 考 慮 す る と 、 周 波 数 調 整
に 有 効 と な る 。 例 え ば 、 吸 音 層 と シ ー ト と を 重 ね 、 シ ー ト 側 に 背 後 空 気 層 が 形 成 さ れ る 様
に す る 事 が 出 来 る 。 こ の 様 な 吸 音 材 も 、 単 な る 吸 音 材 で は な く 、 防 音 シ ー ト と 言 え る も の
で 、 吸 音 機 能 に 加 え 、 制 振 等 の 機 能 を 備 え る 事 か ら 、 制 振 材 等 の 範 疇 の 防 音 材 と 言 う 事 が
出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ ー ト を 分 割 切 断 加 工 す る 場 合 は 、 単 に シ ー ト の み を 分 割 切 断 す る よ り も 、 吸 音 材 の 層
も あ る 程 度 の 深 さ で 切 断 す る 方 が 、 吸 音 材 が バ ネ 作 用 を 発 揮 し 易 く な り 、 高 い 効 果 を 発 揮
す る 傾 向 が あ り 、 こ の 加 工 も 、 シ ー ト の 分 割 切 断 位 置 全 部 で な く と も 、 一 部 で も 効 果 が 得
ら れ る 。 こ れ は 一 種 の 動 吸 振 効 果 と 思 わ れ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 効 果 を よ り 一 層 助 長
す る 為 に は 、 分 割 切 断 シ ー ト に 錘 を 付 け る 事 が 有 効 と な る 。 又 、 波 状 、 折 板 状 加 工 は 、 背
後 空 気 層 と 音 反 射 方 向 で 行 程 差 を 付 け る 上 で 、 各 々 吸 音 率 の 調 整 が 出 来 る 様 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 天 井 懐 の 処 理 で は 、 界 床 の 板 材 裏 面 の 振 動 面 積 を 細 分 化 し 、 発 生 騒 音 の 低 周 波 成 分 の 比
率 を 減 じ て 、 中 ・ 高 周 波 域 に 移 行 さ せ る 処 理 を 用 い る 事 が 出 来 る 。 こ の 様 な 処 理 と し て は
、 界 床 の 裏 面 を 仕 切 材 で 仕 切 る 事 を 挙 げ る 事 が 出 来 る 。 こ の 様 な 仕 切 材 も 、 防 音 構 造 の 点
か ら は 、 防 音 材 の 1種 と し て 位 置 付 け る 事 が 出 来 る 。 こ の 種 の 仕 切 材 は 、 天 井 懐 の 上 下 方
向 に 延 在 し 、 界 床 の 裏 面 を 仕 切 る 。 界 床 の 板 材 裏 面 を 根 太 等 の 仕 切 材 で 仕 切 っ て 、 板 材 裏
面 の 面 積 を 小 面 積 の 集 合 体 と す れ ば 、 床 衝 撃 時 の 板 材 の 変 形 量 を 少 な く し 、 床 衝 撃 時 の 天
井 懐 内 の 空 気 を 圧 縮 し て 、 天 井 が 振 動 し 易 く な る 事 を 防 ぐ と 同 時 に 、 板 材 放 射 面 を 小 面 積
化 す る 事 で 、 木 琴 と 同 じ 理 由 か ら 低 周 波 音 が 中 高 周 波 音 に 移 行 し 、 低 周 波 音 の 低 減 に 大 き
な 効 果 が 期 待 出 来 る 。 こ の と き 、 界 床 裏 面 と 仕 切 材 と を 固 定 し 、 必 要 に 応 じ て 支 持 さ れ る
様 に し 、 固 定 を 強 固 に す る と 、 固 定 部 は 振 動 の 節 と な り 、 本 質 的 に 振 動 し な い 部 分 と な り
効 果 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 仕 切 材 は 、 床 根 太 と 別 体 と し て 用 い る 場 合 に は 、 床 根 太 間 に お い て 設 け ら れ 、 界 床 の 裏
面 を 支 持 す る 。 こ の と き 、 仕 切 材 は 、 界 床 の 裏 面 下 を 、 界 床 板 材 と 平 行 方 向 に 支 持 す る 事
も 出 来 る 。 界 床 裏 面 下 を 仕 切 材 で 仕 切 る に は 、 板 状 の 仕 切 材 を 天 井 懐 の 鉛 直 方 向 だ け で 仕
切 る の に 用 い る の で な く 、 天 井 懐 を 水 平 方 向 に 仕 切 る 事 で も 良 く 、 更 に 騒 音 抑 制 効 果 が 得
ら れ る 。 こ の 種 の 仕 切 材 は 、 天 井 懐 の 水 平 方 向 に 延 在 し 、 界 床 の 下 側 を 仕 切 る 。 こ の 様 な
仕 切 材 も 、 防 音 構 造 の 点 か ら は 、 防 音 材 の 1種 と し て 位 置 付 け る 事 が 出 来 る 。 こ れ は 、 前
記 の 鉛 直 及 び 水 平 の 両 方 向 の 仕 切 り が 床 裏 面 の 面 積 を 小 さ く す る だ け で は な い 事 で 意 味 が
異 な る 。 こ れ は 、 根 太 間 に 水 平 に 板 材 を 取 り 付 け 、 床 下 を 二 層 構 造 に す る 事 だ け で も 騒 音
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防 止 効 果 が 得 ら れ る 事 を 意 味 す る 。 し た が っ て 、 界 床 裏 面 を 支 持 す る 仕 切 材 と は 別 に 、 単
独 で 、 又 は 併 用 し て 、 床 下 を 二 層 構 造 に す る 仕 切 材 を 用 い る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 仕 切 材 と し て は 、 特 に 制 限 さ れ る 事 な く 種 々 の 形 状 、 材 料 等 の も の が 用 い ら れ る が 、 代
表 的 に は 、 板 状 材 で あ る 。 そ の 他 、 角 材 等 、 根 太 等 に 用 い ら れ る 材 料 が 使 用 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 水 平 方 向 の 仕 切 材 は 、 拘 束 層 付 粘 弾 性 体 か ら な る 制 振 材 を 貼 り 付 け る 事 で 更 に 効 果 が 得
ら れ る 。 こ れ は 、 単 な る 制 振 の み で な く 、 制 振 す る 事 に よ り 、 仕 切 材 の コ イ ン シ デ ン ス 効
果 に よ る 透 過 損 失 の 悪 化 領 域 を 解 消 さ せ る と 共 に 、 制 振 材 の 面 密 度 の 付 加 が 出 来 る 為 で あ
る 。 こ の 手 段 は 、 界 床 裏 面 、 天 井 上 面 等 の 天 井 懐 構 成 材 の 処 理 に も 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 界 床 に 、 鉛 直 や 、 水 平 や 、 そ れ ら 両 方 向 の 仕 切 材 を 組 み 合 わ せ た も の 、 又 は 水 平
方 向 の 仕 切 材 に よ っ て 形 成 さ れ る 界 床 の 下 空 間 に は 、 吸 音 材 や シ ー ト の 組 合 せ や 、 粘 弾 性
体 や バ ネ と 錘 の 組 合 せ か ら な る 動 吸 振 材 を 配 置 す る 事 で 、 騒 音 伝 達 の 第 一 の 遮 断 層 を 形 成
さ せ る 事 が 出 来 る 丈 で な く 、 床 衝 撃 に よ る 圧 縮 空 気 の 遮 断 層 を 必 然 的 に 同 時 に 形 成 す る 事
が 出 来 、 天 井 へ の 上 下 方 向 の 圧 縮 力 を 回 避 す る 事 が 出 来 、 天 井 の 振 動 を よ り 一 層 抑 制 す る
事 が 出 来 る 。 又 、 水 平 方 向 仕 切 材 で 仕 切 ら れ た 空 間 内 に お い て 、 吸 音 材 と シ ー ト 又 は 動 吸
振 材 で 周 波 数 の 調 整 を 行 う 事 も 出 来 、 水 平 方 向 仕 切 材 下 部 の 空 間 の 使 い 方 で 、 背 後 空 気 層
と い う コ ス ト の か か ら な い 層 を 効 率 良 く 防 音 に 利 用 す る 事 も 出 来 る 。 又 、 当 然 の 事 乍 ら 、
背 後 空 気 層 は 吸 音 材 と 共 に 用 い 、 よ り 一 層 効 果 的 な 使 用 方 法 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を よ り 一 層 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 1は 1例 の 防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 図 2は 図 1の 防 音 構 造 の 裏 面 図 で あ る 。 図 3は 他 の
例 の 防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 図 4は 図 3の 防 音 構 造 の 裏 面 図 で あ る 。 図 5は 更 に 他 の 例 の
防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 図 6は 更 に 他 の 例 の 防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 1及 び 2は 、 1例 の 防 音 構 造 1を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に 詳 細 に 示 す 様 に 、 防 音 構 造 1は 、
界 床 2、 天 井 懐 内 部 3及 び 天 井 4か ら 構 成 す る 。 界 床 2は 、 上 か ら 、 カ ラ ー フ ロ ア 2A、 合 板 2B
、 遮 音 材 2C及 び 界 床 板 材 (合 板 )2Dか ら 構 成 す る 。 界 床 板 材 2Dは 根 太 5に 釘 止 め す る 。 天 井
懐 内 部 3で は 、 根 太 5の 間 の 下 方 に 天 井 根 太 6を 設 け る 。 天 井 根 太 6の 下 部 に は 、 1種 の 防 音
材 と し て の 制 振 材 7を 介 し 、 天 井 4と し て 2つ の 石 膏 ボ ー ド 8単 体 を 固 定 す る 。 上 部 の 石 膏 ボ
ー ド 8の 上 側 に は 、 別 の 種 の 防 音 材 と し て の 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 (制 振 材 )9を 貼 付 け る 。 石 膏
ボ ー ド 8は 互 い に 継 目 が 重 な ら な い 様 に 継 目 を ず ら し て ビ ス 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 天 井 根 太 6の 両 端 部 は 、 天 井 根 太 端 部 固 定 材 10で 、 周 辺 の 端 根 太 に 、 更 に 別 の 種 の 防 音
材 と し て の 制 振 材 11を 介 し て 、 ビ ス 12で 固 定 す る 。 根 太 5の 間 の 天 井 根 太 6上 に は 、 吸 音 材
13を 設 け る 。 図 2の 裏 面 図 に 示 す 様 に 、 防 音 構 造 1は 、 図 1の 界 床 板 材 2Dの 裏 面 か ら 見 て 、
界 床 板 材 2Dと 根 太 5と が こ の 様 に 配 置 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 界 床 板 材 2Dの 裏 面 は 当 初 の 根
太 5で 支 持 さ れ る 面 積 の ま ま 用 い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 3及 び 4は 、 他 の 例 の 防 音 構 造 21を 示 し 、 防 音 構 造 21は 、 界 床 22、 天 井 懐 内 部 23及 び 天
井 24か ら 構 成 さ れ る 。 界 床 22、 天 井 懐 内 部 23及 び 天 井 24の 断 面 構 成 は 、 基 本 的 に は 、 図 1
の 構 成 と 同 様 で あ る 。 界 床 22は 、 上 か ら 、 カ ラ ー フ ロ ア 22A、 合 板 22B、 遮 音 材 22C及 び 界
床 板 材 (合 板 )22Dで 構 成 さ れ る 。 天 井 懐 内 部 23で は 、 根 太 25の 間 の 下 方 に 、 天 井 根 太 26を
設 け る 。 天 井 根 太 26の 下 部 に は 、 1種 の 防 音 材 と し て の 制 振 材 27を 介 し 、 天 井 24と し て 2枚
の 石 膏 ボ ー ド 28単 体 を 固 定 す る 。 上 部 石 膏 ボ ー ド 28の 上 側 に は 、 別 の 種 の 防 音 材 と し て の
拘 束 材 付 粘 弾 性 体 (制 振 材 )29を 貼 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 又 、 防 音 構 造 21で は 、 図 1の 防 音 構 造 1と 同 様 に 、 天 井 根 太 26の 両 端 部 は 、 天 井 根 太 端 部
固 定 材 30で 、 周 辺 の 端 根 太 に 、 更 に 別 の 種 の 防 音 材 と し て の 制 振 材 31を 介 し て 、 ビ ス 32で
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固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 例 の 防 音 構 造 21で は 、 天 井 懐 内 部 23は 、 界 床 板 材 22Dを 支 持 す る 根 太 25が 用 い ら れ
る が 、 2本 の 根 太 25の 間 の 中 央 に 、 根 太 25の 長 手 方 向 と 平 行 に 、 1本 の 仕 切 材 34を 界 床 板 材
22Dに 釘 止 め し 、 又 根 太 25の 長 手 方 向 と 直 交 方 向 に 、 芯 ～ 芯 300mmピ ッ チ で 仕 切 材 35を 界 床
板 材 22Dに 釘 止 め す る 。 又 、 界 床 板 材 22Dの 平 面 と 平 行 に 、 仕 切 材 36を 仕 切 材 34及 び 根 太 25
に 釘 止 め し 、 界 床 22の 下 を ボ ッ ク ス 状 の 空 間 に す る 。 仕 切 材 36に は 、 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 (
制 振 材 )37を 上 側 に 貼 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 仕 切 材 36の 釘 止 め 前 に 、 吸 音 材 33を 設 置 す る が 、 吸 音 材 33の 上 部 に は 、 シ ー ト 38を 貼 り
、 シ ー ト 38に は 穴 39を 開 け る 加 工 を す る 。 又 こ の 例 で は 、 更 に 、 水 平 方 向 の 仕 切 材 36と 天
井 24と の 間 に 、 吸 音 材 40を 設 け 、 吸 音 材 40は 天 井 24の 上 面 に 沿 っ て 、 天 井 根 太 26上 を 這 う
様 に 、 天 井 24上 の 全 面 に 亘 っ て 敷 か れ 、 天 井 根 太 26上 に 継 目 が あ る 。 図 4に 示 す 様 に 、 こ
の 例 の 界 床 板 材 22Dは 、 根 太 25と 仕 切 材 34,35と に よ っ て 仕 切 ら れ 、 界 床 板 材 22Dは 、 図 1の
界 床 板 材 裏 面 の 自 由 振 動 面 積 と 比 べ 、 細 か く 分 割 さ れ 、 よ り 一 層 小 面 積 に 分 け ら れ る 界 床
板 材 裏 面 を 持 つ 事 に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 5は 更 に 他 の 例 の 防 音 構 造 41を 示 し 、 防 音 構 造 41は 、 界 床 42、 天 井 懐 内 部 43及 び 天 井 4
3か ら 構 成 さ れ る 。 界 床 42、 天 井 懐 内 部 43及 び 天 井 44の 断 面 構 成 は 、 基 本 的 に は 図 1,2の も
の と 同 様 で あ る 。 界 床 42は 、 上 か ら 、 カ ラ ー フ ロ ア 42A、 合 板 42B、 遮 音 材 42C及 び 界 床 板
材 (合 板 )42Dで 構 成 さ れ る 。 天 井 懐 内 部 43で は 、 根 太 45の 間 の 下 方 に 、 天 井 根 太 46を 設 け
る 。 天 井 根 太 46の 下 部 に は 、 1種 の 防 音 材 と し て の 制 振 材 47を 介 し て 、 天 井 44と し て の 2つ
の 石 膏 ボ ー ド 48単 体 を 固 定 す る 。 上 部 の 石 膏 ボ ー ド 48の 上 側 に は 、 別 の 種 の 防 音 材 と し て
の 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 (制 振 材 )49を 貼 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 又 、 防 音 構 造 41で は 、 図 1,2の 防 音 構 造 と 同 様 に 、 天 井 根 太 46の 両 端 部 は 、 天 井 根 太 端
部 固 定 材 50を 用 い 、 周 辺 の 端 根 太 に 対 し 、 更 に 別 の 種 の 防 音 材 と し て の 制 振 材 51を 介 し て
、 ビ ス 52で 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 例 の 防 音 構 造 41で は 、 天 井 懐 内 部 43は 、 界 床 板 材 42Dの 裏 面 と 天 井 44の 上 側 石 膏 ボ
ー ド 48に 貼 ら れ た 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 49と に 囲 ま れ た 部 分 で あ り 、 図 1の 防 音 構 造 と 同 様 に
、 界 床 板 材 42Dの 裏 面 は 、 根 太 45の み で 仕 切 ら れ 、 そ れ 以 上 面 積 を 小 さ く す る 仕 切 材 は 用
い な い 。 し か し 、 根 太 45の 間 で 、 界 床 板 材 42Dの 平 面 に 対 し て 水 平 に 、 仕 切 材 55を 設 け る
。 仕 切 材 55は 、 根 太 45に 留 め 木 56を 所 々 設 け て 支 持 す る 。 仕 切 材 55の 上 面 に は 、 拘 束 材 付
粘 弾 性 体 (制 振 材 )57を 貼 る 。 界 床 板 材 42Dと 仕 切 材 55と 両 側 の 根 太 45と で 囲 わ れ た 空 間 に
は 、 予 め 吸 音 材 53を 設 け る 。 吸 音 材 53に は 、 分 割 切 断 加 工 シ ー ト 58が 貼 着 し て 設 け ら れ る
。 尚 、 吸 音 材 53に は 、 シ ー ト 58の 分 割 加 工 時 に 切 込 み 部 59を 設 け る 。 水 平 方 向 の 仕 切 材 55
と 天 井 44と の 間 で 、 天 井 根 太 46上 に 、 更 に 吸 音 材 60を 設 け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 6は 、 更 に 他 の 例 の 防 音 構 造 61を 示 し 、 防 音 構 造 61は 、 界 床 62、 天 井 懐 内 部 63及 び 天
井 64か ら 構 成 す る 。 界 床 62は 、 上 か ら 、 カ ラ ー フ ロ ア 62A、 合 板 62B、 衝 撃 吸 収 材 62C及 び
界 床 板 材 62Dか ら 構 成 さ れ る 。 界 床 板 材 62Dは 根 太 65上 に 釘 止 め す る 。 衝 撃 吸 収 材 62Cは 、 2
種 の バ ネ 特 性 の 異 な る 粘 弾 性 体 (円 錐 台 状 )と 1種 の 円 錐 台 状 バ ネ の 合 計 3種 の 衝 撃 吸 収 部 材
を 、 支 持 材 と し て の 0.8mm厚 鋼 板 (100mm幅 × 900mm長 さ )の 下 側 に 303mmピ ッ チ で 設 け て 、 固
定 す る 。 天 井 64は 、 図 1～ 5に 示 す も の と 同 様 で あ り 、 石 膏 ボ ー ド 68を 2枚 重 ね で 用 い 、 上
側 石 膏 ボ ー ド 上 に は 、 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 (制 振 材 )69を 貼 っ て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 天 井 懐 内 部 63は 、 図 1～ 5に 示 す 様 に 、 基 本 的 に は 、 界 床 板 材 62Dの 裏 面 か ら 天 井 64の 上
面 ま で で 囲 ま れ る 部 分 で あ る 。 図 1～ 5に 示 す も の と 同 様 に 、 天 井 根 太 66は 、 1種 の 防 音 材
と し て の 制 振 材 67を 介 し て 、 上 側 石 膏 ボ ー ド 68上 に ビ ス 止 め す る 。 又 、 天 井 根 太 66は 、 天
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井 根 太 端 部 固 定 部 材 70と 端 根 太 と の 間 に 制 振 材 71を 介 し ビ ス 72で 止 め る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 又 、 天 井 懐 内 部 63で は 、 根 太 65の 間 で 、 界 床 板 材 62Dの 平 面 に 対 し て 平 行 に 、 又 は 防 音
構 造 に 対 し て 水 平 に 仕 切 る 仕 切 材 75を 設 け 、 仕 切 材 75は 、 両 側 の 根 太 65に 設 け る 留 め 木 76
に よ っ て 支 持 す る 。 仕 切 材 75に は 、 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 (制 振 材 )77を そ の 下 側 で 下 向 き に し
て 設 け る 。 図 6で は 明 ら か に し て な い が 、 図 3,4と 同 様 に 、 界 床 板 材 62Dの 平 面 に 対 し て 鉛
直 方 向 の 仕 切 材 を 用 い 、 根 太 65の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 、 芯 ～ 芯 455mmピ ッ チ
で 、 界 床 板 材 62Dか ら 釘 止 め す る 。 水 平 方 向 の 仕 切 材 75は 鉛 直 方 向 の 仕 切 材 に ビ ス 固 定 す
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 根 太 65と 鉛 直 方 向 の 仕 切 材 と 水 平 方 向 の 仕 切 材 75と で 囲 ま れ た 空 間 内 に は 、 予 め 吸 音 材
73を 設 け る 。 吸 音 材 73に は 、 シ ー ト 79を 貼 り 、 分 割 切 断 加 工 シ ー ト を 作 る 。 切 断 加 工 で は
、 吸 音 材 73に も 切 り 込 み 部 79を 入 れ る 。 こ の 例 で は 、 更 に 、 吸 音 材 80を 、 天 井 64と 根 太 65
と の 間 で 、 天 井 根 太 66と 水 平 方 向 の 仕 切 材 75と の 間 に 挟 ん で 、 天 井 全 面 に 設 置 す る 。 分 割
切 断 加 工 シ ー ト 上 に は 、 切 り 込 み 部 79の 1つ 置 き に 、 錘 81を 貼 付 け る 事 が 出 来 る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
(実 施 例 1)
　 図 1及 び 2に 従 う 防 音 構 造 を 施 工 す る 。
　 周 辺 端 根 太 を 2× 10木 材 2枚 合 せ と し 、 そ の 下 部 に 頭 つ な ぎ 木 材 3枚 重 ね と し 、 そ の 上 に
合 板 15mm厚 × 909mm幅 × 1,818mm長 さ を 固 定 し 、 芯 ～ 芯 455mmピ ッ チ で 2× 10木 材 を 根 太 と し
て 、 合 板 15mm厚 と 固 定 し 、 隙 間 な く 合 板 を 固 定 し て 1,818mm× 2,727mmの 面 積 の ツ ー バ イ フ
ォ ー 床 を 作 り 、 そ の 天 井 懐 に お い て 、 芯 ～ 芯 455mmピ ッ チ で 根 太 中 央 下 部 に 天 井 根 太 を 取
り 付 け る 。 こ の と き 、 天 井 根 太 両 端 部 材 と 端 根 太 と の 間 に 、 8.5mm厚 × 80mm幅 × 130mm長 さ
の ブ チ ル ゴ ム 製 制 振 材 を 介 在 さ せ 、 天 井 根 太 を ビ ス 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 8.5mm厚 × 50mm幅 × 150mm長 さ の ブ チ ル ゴ ム 製 制 振 材 を 、 天 井 の ビ ス 固 定 位 置 に 貼
り 付 け る 。 次 に 、 ロ ッ ク ウ ー ル 40K、 50mm厚 を 根 太 間 に 入 れ て 、 天 井 根 太 で 支 持 す る 。 次
い で 、 予 め 0.2mm厚 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 板 に ブ チ ル ゴ ム 系 粘 弾 性 体 1.5mm厚 を 貼 っ て 作 製 し た 制 振
材 を 石 膏 ボ ー ド 12.5mm厚 の 片 面 全 面 に 貼 る 。 こ の 制 振 材 を 天 井 懐 側 に 向 け て 石 膏 ボ ー ド を
天 井 根 太 に ビ ス 止 め す る 。 次 に 、 そ の 下 側 に 、 石 膏 ボ ー ド 12.5mm厚 を 継 目 が 重 な ら な い 様
に ビ ス 固 定 し て 、 試 験 室 2階 の 床 開 口 部 に 設 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 界 床 板 材 の 合 板 15mm厚 の 上 に 、 比 重 3.0の 遮 音 材 8mm厚 × 455mm幅 × 910mm長 さ を 隙 間 な く
敷 き 並 べ 、 そ の 上 に 下 地 合 板 15mm厚 の 長 辺 と 長 辺 を 直 交 さ せ て 継 目 が 重 な ら な い 様 に し て
合 板 5.5mm厚 × 909mm幅 × 1.818mm長 さ を 15mm厚 合 板 に ビ ス 固 定 す る 。 次 に 、 カ ラ ー フ ロ ア 1
2mm厚 × 303mm幅 × 1,818mm長 さ を 合 板 5.5mm厚 の 長 辺 と 長 辺 が 直 交 す る 方 向 で フ ロ ア ネ イ ル
で 固 定 し て 、 供 試 体 と す る 。 こ れ を JIS-A-1418に 準 じ 、 63Hz～ 4kHzま で 1オ ク タ ー ブ 帯 域
毎 に 重 量 床 衝 撃 音 を 測 定 す る 。 結 果 を 表 1に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
(実 施 例 2)
　 図 1～ 4に 従 う 防 音 構 造 を 施 工 す る 。
　 実 施 例 1で 用 い る ツ ー バ イ フ ォ ー 床 を 用 い 、 根 太 と 平 行 に 根 太 間 中 央 に 仕 切 材 を ビ ス 止
め し 、 根 太 と 直 交 方 向 に 芯 ～ 芯 300mmピ ッ チ で 仕 切 材 を ビ ス 止 め し て 、 界 床 板 材 で あ る 合
板 15mm厚 の 裏 面 を 、 1つ の 区 画 が 小 面 積 に な る 様 に 仕 切 る 。 穴 開 け 加 工 シ ー ト を 上 面 に 貼
っ た ロ ッ ク ウ ー ル を 、 各 区 画 に 設 け 、 界 床 板 材 の 平 面 と 平 行 方 向 に 、 板 状 仕 切 材 を 配 置 し
、 そ の 上 面 に 0.2mm厚 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 板 と ブ チ ル ゴ ム 系 粘 弾 性 体 と を 備 え る 制 振 材 を 貼 っ て
、 そ の 仕 切 材 を ビ ス 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 次 に 、 ロ ッ ク ウ ー ル 40K、 50mm厚 を 、 界 床 板 材 の 平 面 と 平 行 か 、 又 は 防 音 構 造 に 対 し 水
平 方 向 の 仕 切 材 と 天 井 根 太 と で そ の 両 端 を 挟 み 、 中 央 を 天 井 に は わ せ る 様 に 、 天 井 全 面 に
入 れ て 、 制 振 材 付 石 膏 ボ ー ド を 天 井 根 太 に ビ ス 止 め す る 。 次 に 、 継 目 を ず ら し 、 二 層 目 の
石 膏 ボ ー ド を 天 井 根 太 に ビ ス 固 定 し て 、 供 試 体 と す る 。 界 床 構 成 材 と 天 井 根 太 の 両 端 部 の
制 振 材 と 天 井 材 固 定 部 の 制 振 材 と 上 側 石 膏 ボ ー ド の 制 振 材 は 実 施 例 1と 同 じ も の を 用 い る
。 重 量 床 衝 撃 音 を 実 施 例 1と 同 様 に 測 定 す る 。 結 果 を 表 1に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
(実 施 例 3)
　 図 1～ 5に 従 う 防 音 構 造 を 施 工 す る 。
　 実 施 例 1で 用 い る ツ ー バ イ フ ォ ー 床 を 用 い 、 界 床 は 実 施 例 1、 2と 同 じ 構 成 と す る 。 天 井
懐 の 根 太 の 横 に 所 々 留 め 木 を 設 け 、 そ の 上 に 界 床 と 平 行 に 仕 切 材 を 設 け 、 予 め 仕 切 材 の 上
面 に 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 を 貼 り 、 そ の 上 に は 、 分 割 切 断 加 工 用 シ ー ト を 貼 っ て 、 切 断 時 の 切
込 み が 吸 音 材 に 入 っ た 吸 音 材 (不 織 布 50mm厚 )を 根 太 間 全 面 に 入 れ る 。 水 平 方 向 仕 切 材 の 下
に は 、 ロ ッ ク ウ ー ル 吸 音 材 40K、 50mm厚 を 入 れ 、 天 井 根 太 で 支 持 す る 。 天 井 根 太 の 両 端 部
の 制 振 処 理 と 天 井 根 太 の 天 井 固 定 部 の 制 振 材 及 び 上 側 石 膏 ボ ー ド 上 の 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 は
実 施 例 1、 2の も の と 全 く 同 じ で 良 い 。 さ ら に 、 天 井 の 石 膏 ボ ー ド の 二 層 目 を 、 継 目 が ず れ
る 様 に し て ビ ス 止 め し 、 供 試 体 と す る 。 実 施 例 1、 2と 同 様 に 重 量 床 衝 撃 音 を 測 定 す る 。 結
果 を 表 1に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
(実 施 例 4)
　 図 1～ 6に 従 う 防 音 構 造 を 施 工 す る 。
　 実 施 例 1で 用 い る ツ ー バ イ フ ォ ー 床 を 用 い る が 、 界 床 の 構 成 は 、 上 か ら 、 カ ラ ー フ ロ ア 1
2ｍ ｍ 厚 、 合 板 5.5ｍ ｍ 厚 、 衝 撃 吸 収 材 11ｍ ｍ 厚 及 び 界 床 板 材 か ら な り 、 衝 撃 吸 収 材 は a、 b
の 2種 の 粘 弾 性 体 か ら な る 衝 撃 吸 収 部 材 2種 と 、 円 錐 台 状 バ ネ 1種 の 計 3種 の バ ネ 特 性 の 異 な
る も の を 0.8ｍ ｍ 厚 × 100ｍ ｍ 幅 × 900ｍ ｍ 長 さ の 支 持 板 鋼 板 に 、 aを 5個 、 bを 3個 、 バ ネ を 2
個 、 支 持 板 両 側 50mm内 側 に 芯 ～ 芯 200mmピ ッ チ で 2個 ず つ 固 定 す る 。 設 置 ピ ッ チ は 芯 ～ 芯 30
3mmで あ る 。 界 床 板 材 は 、 芯 ～ 芯 455mmピ ッ チ で 長 辺 方 向 に 平 行 で 、 根 太 に 固 定 し 、 界 床 板
材 裏 面 は 、 根 太 と 直 交 方 向 に 、 芯 ～ 芯 455mmピ ッ チ で 仕 切 材 を 設 け 、 小 面 積 に す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 天 井 懐 は 、 根 太 に 留 め 木 を 所 々 設 け 、 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 板 付 粘 弾 性 体 か ら な る 制 振 材 を 下 向
き に し た 状 態 で 、 水 平 方 向 に 仕 切 材 を 設 け 、 根 太 中 央 部 に お い て 留 め 木 及 び 仕 切 材 に よ っ
て 止 め る 。 こ の 水 平 方 向 の 仕 切 材 上 に は 、 分 割 切 断 シ ー ト を 不 織 布 か ら 構 成 さ れ る 吸 音 材
の 上 に 貼 り 、 切 断 時 の 切 り 込 み を 不 織 布 吸 音 材 に 入 れ る 。 分 割 切 断 シ ー ト の 切 断 部 縦 横 一
つ 置 き に 錘 を シ ー ト に 付 け る 。 水 平 方 向 仕 切 材 と 天 井 根 太 と で ロ ッ ク ウ ー ル 40K、 50mm厚
か ら 構 成 さ れ る 吸 音 材 を 挟 み 、 吸 音 材 を 天 井 全 面 に 設 け る 。 天 井 根 太 の 両 端 及 び 天 井 固 定
部 の 制 振 材 と 天 井 懐 側 に 拘 束 材 付 き 粘 弾 性 体 か ら な る 制 振 材 を 貼 り 付 け た 石 膏 ボ ー ド 、 2
層 目 の 石 膏 ボ ー ド も 実 施 例 1～ 3と 同 じ も の を 用 い て 、 供 試 体 を 作 製 す る 。 実 施 例 1～ 3と 同
様 に し て 重 量 床 衝 撃 音 を 測 定 す る 。 結 果 を 表 1に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
(比 較 例 1)
　 図 7に 示 す 様 な 天 井 懐 構 造 を 施 工 す る 。
　 図 7は 比 較 例 の 天 井 懐 構 造 101の 断 面 図 を 示 し 、 界 床 102、 天 井 懐 内 部 103及 び 天 井 104か
ら 構 成 さ れ る 。 界 床 102は 、 上 か ら 、 カ ラ ー フ ロ ア 102A、 合 板 102B、 遮 音 材 102C及 び 界 床
板 材 102Dか ら 構 成 さ れ る 。 天 井 懐 内 部 103で は 、 界 床 板 材 102Dは 根 太 105に 釘 止 め さ れ る 。
天 井 根 太 106は 、 端 部 固 定 部 材 107で 周 辺 端 根 太 に ビ ス 108に よ っ て 止 め る 。 根 太 106間 の 天
井 根 太 106上 に 吸 音 材 109を 設 け る 。 天 井 104は 、 石 膏 ボ ー ド 110の 2枚 貼 り で 、 2枚 目 は 1枚
目 の 継 目 が 合 致 し な い 様 に ず ら し て 、 天 井 根 太 106に ビ ス 止 め す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 比 較 例 1で は 、 実 施 例 1で 用 い る ツ ー フ ァ イ バ ー 床 を 用 い 、 界 床 構 成 自 体 は 、 実 施 例 1～ 3
と 同 様 に 、 上 か ら 、 カ ラ ー フ ロ ア 12mm厚 、 合 板 5.5mm厚 、 遮 音 材 8mm厚 、 界 床 板 材 15mm厚 と
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す る 。 界 床 板 材 は 芯 ～ 芯 455mmピ ッ チ で 根 太 に よ っ て 固 定 支 持 す る 。 根 太 間 で は 、 ロ ッ ク
ウ ー ル 40K、 50mm厚 を 配 置 し 、 ロ ッ ク ウ ー ル を 天 井 根 太 で 支 持 す る 。 天 井 根 太 は 、 両 端 、
天 井 固 定 部 共 に 、 防 音 材 を 使 用 し な い 。 天 井 は 石 膏 ボ ー ド 単 体 を 用 い て 天 井 根 太 へ ビ ス 止
め し 、 二 層 目 は 継 目 を ず ら し て 天 井 根 太 へ ビ ス 止 め す る 。 こ れ を 供 試 体 と す る 。 実 施 例 1
～ 4と 同 様 に し て 重 量 床 衝 撃 音 を 測 定 す る 。 結 果 を 表 1に 併 せ て 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】

(10) JP 2008-14073 A 2008.1.24



【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 表 1に 示 す 実 験 結 果 に よ り 、 以 下 、 実 施 例 及 び 比 較 例 で の 構 造 の 違 い に 基 づ い て 、 各 実
施 例 毎 に 、 本 発 明 の 効 果 に つ い て 述 べ る 。
　 実 施 例 1の も の は 、 現 在 供 用 さ れ て い る 界 床 の 構 成 で あ る が 、 天 井 懐 、 天 井 材 に 防 音 処
理 を 施 し た 場 合 を 示 す 。 ま ず 、 天 井 根 太 に つ い て 両 端 の 端 部 根 太 と 、 天 井 根 太 の 固 定 部 材
の 間 に ブ チ ル ゴ ム 系 制 振 材 を 介 在 さ せ 、 か つ 、 天 井 根 太 の 天 井 固 定 部 に ブ ル チ ゴ ム 系 制 振
材 の 2通 り の 防 音 処 理 を 行 い 、 更 に 、 天 井 材 の 2層 の 石 膏 ボ ー ド の う ち 、 天 井 懐 側 に 面 す る
石 膏 ボ ー ド の 全 面 に 拘 束 材 付 粘 弾 性 体 を 設 け た 例 で あ る 。 そ の 結 果 、 現 在 供 用 さ れ て い る
比 較 例 1と 比 べ 、 63Hzで は 6.2dB、 125Hzで 2.6dB、 250Hzで 4.0dB、 500Hzで 3.6dB、 1kHzで 7.
4dB、 2kHzで 8.3dB、 4kHzで 13.5dBと 改 善 出 来 て お り 、 LH75等 級 か ら LH70等 級 と 1ラ ン ク 改
善 し て い る 。 125Hz～ 4kHzで は L-60以 下 と な り 、 特 に 、 JISで 評 価 対 象 外 と な っ て い る 1kHz
以 上 を 見 る と 、 比 較 例 1と 比 べ 7.4dB～ 13.5dBと 大 き な 改 善 が 見 ら れ 、 聴 感 上 明 ら か に 静 か
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 実 施 例 2で は 、 界 床 、 天 井 根 太 、 天 井 材 は 、 実 施 例 1と 同 様 で あ る が 、 界 床 板 材 裏 面 の 根
太 間 を 、 根 太 平 行 方 向 で 2分 割 及 び 根 太 直 交 方 向 で 6分 割 と な る 様 に 仕 切 材 を 入 れ 、 床 衝 撃
時 の 振 動 面 積 を 細 分 割 し て い る 。 又 、 こ の 例 は 、 界 床 板 材 下 に 仕 切 材 で 区 画 し た 部 位 に 、
穴 開 け 加 工 シ ー ト を 貼 っ た 吸 音 材 と 、 界 床 に 平 行 に 制 振 処 理 し た 仕 切 材 を 設 け 、 か つ 天 井
全 面 に 吸 音 材 を 設 け た 例 で あ る 。 そ の 結 果 、 比 較 例 1と 比 べ 、 63Hzで は 10.1dB、 125Hzで 6.
2dB、 250Hzで 8.5dB、 500Hzで 7.1dB、 1kHzで 11.1dB、 2kHzで 10.7dB、 4kHzで 17.0dBの 改 善
が 見 ら れ 、 特 に 低 周 波 の 63Hzで も 2ラ ン ク も 低 減 出 来 て い る 。 125Hz～ 4kHzで は L-55以 下 と
な り 、 特 に 1kHz～ 4kHzで は 10.7dB～ 17.0dBの 大 き な 改 善 が 見 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 実 施 例 3で は 、 界 床 、 天 井 根 太 、 天 井 材 、 根 太 間 吸 音 材 は 、 実 施 例 1と 同 様 で あ る が 、 界
床 板 材 下 に 、 分 割 切 断 加 工 シ ー ト 貼 り 吸 音 材 を 用 い 、 そ の 一 部 に 切 り 込 み が あ り 、 制 振 材
付 仕 切 材 も 追 加 し て い る 。 そ の 結 果 、 比 較 例 1に 比 べ 、 63Hzで は 8.0dB、 125Hzで 4.9dB、 25
0Hzで 6.6dB、 500Hzで 8.2dB、 1kHzで 12.3dB、 2kHzで 11.3dB、 4kHzで 18.8dBの 改 善 が 見 ら れ
、 63Hzで 1ラ ン ク 低 減 、 125Hz～ 4kHzで L-60以 下 と な り 、 特 に 1～ 4kHzで は 11.3～ 18.8dBと
改 善 効 果 は 大 き い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 実 施 例 4で は 、 界 床 に 、 遮 音 材 に 代 え て 衝 撃 吸 収 材 を 入 れ 、 界 床 板 材 裏 面 を 根 太 間 で 根
太 に 直 交 方 向 に 4分 割 し 、 界 床 板 材 下 に 、 分 割 切 断 加 工 シ ー ト 貼 吸 音 材 (切 り 込 み あ り 、 分
割 切 断 シ ー ト の 縦 横 一 つ 置 き に 錘 あ り )と 制 振 処 理 し た 仕 切 材 と を 界 床 と 平 行 方 向 に 設 け
、 天 井 全 面 に 吸 音 材 を 設 け た 例 で あ る 。 そ の 結 果 、 比 較 例 1に 比 べ 、 63Hzで は 11.6dB、 125
Hzで 6.9dB、 250Hzで 9.8dB、 500Hzで 9.6dB、 1kHzで 12.9dB、 2kHzで 13.5dB、 4kHzで 21.4dB
も の 大 き な 改 善 が 見 ら れ る 。 63Hzで 2ラ ン ク 低 減 、 125Hz～ 4kHzで L-55と な り 、 特 に 1～ 4kH
zで は 12.9dB～ 21.4dBと 改 善 効 果 は 非 常 に 大 き い 。 又 、 根 太 上 厚 み は 3.0mm増 の み で あ り 、
ド ア 高 等 の 問 題 は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 よ り 、 本 発 明 の 防 音 構 造 に よ れ ば 、 総 厚 を ほ と ん ど 変 え る 事 な く 、 音 性 能 を 大 幅 に
改 善 す る 事 が 出 来 、 63Hzの 低 周 波 は 1～ 2ラ ン ク 低 減 す る 事 が 可 能 で あ り 、 特 に 、 人 間 の 聴
感 上 耳 障 り な 1～ 4kHzで は 、 2ラ ン ク 以 上 の 改 善 が 出 来 、 聴 感 上 静 か で あ る と 感 じ る 床 を 提
供 す る 事 が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 1例 の 防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 1の 防 音 構 造 の 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 他 の 例 の 防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 3の 防 音 構 造 の 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 更 に 他 の 例 の 防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 更 に 他 の 例 の 防 音 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 比 較 例 の 天 井 懐 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 1,21,41,61　 防 音 構 造
　 2,22,42,62　 界 床
　 3,23,43,63　 天 井 懐 内 部
　 4,24,44,64　 天 井
　 5,25,45,65　 根 太
　 6,26,46,66　 天 井 根 太
　 7,9,11,27,29,31,37,47,49,51,57,67,69,71,77　 制 振 材
　 8,28,48,68　 石 膏 ボ ー ド
　 10,30,50,70　 天 井 根 太 端 部 固 定 材
　 12,32,52,72　 ビ ス
　 13,33,40,53,60,73,80　 吸 音 材
　 34,35,36,55,75　 仕 切 材
　 38,58　 シ ー ト
　 39　 穴
　 56,76　 留 め 木
　 59,79　 切 り 込 み 部
　 81　 錘
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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